
番号 継続の可否 出された意見

若者定住奨励金交付事業（Ｈ29より継続実施） 令和4年度内容

定住促進を図るため、作手地域自治区の区域内に転入、転居した者、及び
出産した者で、住所を定めてから３年度が経過した４５歳以下の者を対象に
奨励金（いいじゃん券19,000円/1人）を交付する。

予算額：７２２千円
対象者　３８名
金額はミネアサヒ1俵分相当

観光施設等整備事業（Ｈ30より継続実施） 令和4年度内容

城跡を巡る散策コース「歴史の小径」の老朽化した木製案内看板を更新す
る。

予算額：４９２千円
６基更新（既設撤去・設置）
（全53の看板更新　36更新完了予定）

つくでっ子元気事業（Ｈ26より継続実施） 令和4年度内容

小中学生の学習意欲の向上及び地域の人たちとの交流を図るため、スポー
ツ・文化・芸術の講演会、講習会、観賞会等を行う。

予算額：４７０千円
和太鼓ライブ
あなたの一歩に応援打！
和太鼓　志多ら

保育所英語講師派遣事業（Ｈ28より継続実施） 令和4年度内容

魅力ある作手地域の教育を目指すため、作手こども園の園児(3歳児から5歳
児まで)を対象に、英語の手遊び、歌、絵本の読み聞かせ等、英語に親しむ
機会づくりを行う。

予算額：２８５千円
英語遊び３～５歳児
各２２回以内／年

小学校英語教育推進事業（Ｈ29より継続実施） 令和4年度内容

魅力ある作手地域の教育を目指すため、作手小学校1,2年生を対象に、英
語の手遊び、歌、絵本の読み聞かせ等、英語に親しむ機会づくりを行う。ま
た、3、4年生の英語活動、5，6年生の英語授業を支援するため、アドバイ
ザーを派遣する。

予算額：９７４千円
英語遊び１.２年生　　各３５回以内／年
教員支援３～６年生　各３５回以内／年

中学校教材等整備事業（Ｒ３より継続実施３年計画） 令和4年度内容

老朽化した和太鼓の修繕を行い、地域とつながる学びとして実施され
ている総合学習（和太鼓）の充実を図る。

予算額：１７６千円
桶太鼓３面張替
大太鼓台座更新
小太鼓台座更新

地域安全灯設置補助金事業（Ｈ29より継続実施） 令和4年度内容

地域安全灯の設置（ＬＥＤ化）に係る既存補助事業の上乗せ補助を行い、行
政区負担分の軽減を図る。また、地域安全灯の設置を推進し、地域住民の
安全安心を図る。

予算額：５０７千円
６行政区　４１灯

防災活動補助事業（Ｈ30より継続実施） 令和4年度内容

住民による自発的かつ積極的な防災組織活動の展開を促すため、防災機
材等に係る既存補助金の上乗せ補助を行い、行政区負担の軽減と、地域住
民の安全安心を図る。

予算額：１８２千円
格納箱更新９基、消防用ホース他

作手地域自治区予算事業　継続事業

事業名・事業概要

1

全ての班で

可

○（物価高もあり）金額を上げてはどうか。今までの交付者との調整が難しい。
○事業自体は良いが、いいじゃん券19,000円/人でいいのか見直しても良いので
は。
○まったく同じ内容ではなく、内容の変更を検討してはどうか。
○集落の付き合いをしないという方、何かいい方法はないか。
○子どものために使えるので助かる。

2

全ての班で

可
○全部立替が終わるまで継続。
○残りを調査する。

3

全ての班で

可
○つくでの子供教育は続けていきたい。
○今年は志多らの和太鼓でしたが、今後も継続した方がよい。

4

全ての班で

可

○先生や親などから、事業を行った変化、結果などの声が聞きたい。
○地域の人たちにも分かるように「イベント」のような形で、知ってもらえる機会
を作るとよい。地域への見える化。
⇒こども園で英語がある日は、家でも子どもが英語であいさつしている様子もみら
れる。
○つくでの子供教育は続けていきたい。

5

全ての班で

可

○先生や親などから、事業を行った変化、結果などの声が聞きたい。
○地域の人たちにも分かるように「イベント」のような形で、
知ってもらえる機会を作るとよい。
⇒小学校の先生から作手の英語教育は他地域より進んでいる
との声を聞いた。
○つくでの子供教育は続けていきたい。

6

全ての班で

可
○来年度までは継続。
○つくでの子供教育は続けていきたい。

7

全ての班で

可

○安全灯が完了したら、防犯カメラに移行していってはどうか。
○LＥD化はよい。
○概ね終了。
○防犯カメラ等の上乗せ補助もできるとよい。

8

全ての班で

可

○次の段階へ。防災意識を高めることも必要。
○モノだけでなく、教育・育成にも使えるとよいのでは。
（あるものの使い方など。土のう積みやホースのつなぎ方）
○運動会で操法を披露し、子供たちにも小さいころから消防団を意識してもらう。
○学校で作手の消防団の話や、一緒に放水訓練を行うなど。


